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昭和58年
（1983年）

市の人口

（昭和58年10月1日現在）

世帯数50，578世帯（前月比26世帯増）

人ロ160，188人（前月比226人増）

男79，852人

女80，336人
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公
害
防
止
に
万
全
策

折
居
丘
陵
地
に
6
1
年
3
月
末
完
成

宇
治
市
な
ど
三
市
三
町
の
ご
み
の
広
域
処
理
を
す
す
。
め
て
い
ま
す
城
南
衛
生
管
理
組
合

（
管
理
者
・
：
池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
は
四
日
、
宇
治
折
居
（
太
陽
が
丘
東
側
）
に
建
設
し

ま
す
第
二
ご
み
清
掃
工
場
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
一
日
処
理
能
力
百
十
五
ｊ
の
連
続

燃
焼
式
機
械
炉
二
基
を
備
え
る
と
と
も
に
、
工
場
か
ら
の
排
水
は
処
理
し
た
後
、
循
環
式

で
再
利
用
す
る
な
ど
万
全
の
公
害
防
止
対
策
が
と
ら
れ
た
清
掃
工
場
を
三
ヵ
年
計
画
で
建

設
。
完
成
は
六
十
一
年
三
月
末
の
予
定
で
、
総
事
業
費
は
五
十
八
億
八
千
五
百
万
円
。

焼
却
能
力
は
2
3
0
ト
ン
（
1
日
当
た
り
）

こ
の
ほ
ど
着
工
し
ま
し
た
第
二

ご
み
清
掃
工
場
は
、
府
立
山
城
総

合
運
動
公
園
の
東
に
隣
接
し
た
丘

陵
地
（
宇
治
折
居
十
八
）
三
万
三

百
六
土
ハ
平
方
む
に
建
設
。
本
年

度
か
ら
三
ヵ
年
事
業
で
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
卓
子
。

施
設
は
、
工
場
棟
を
中
心
に
管

理
棟
、
計
量
室
、
燃
料
タ
ン
ク
、

駐
車
場
、
緑
地
帯
な
ご
？
。
な
っ

て
い
乖
ｙ
。
焼
却
能
力
は
、
一
日

当
り
百
十
五
ノ
処
理
の
連
続
燃
焼

－－－－－－－－－－ｉ
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式
機
械
炉
二
基
に
よ
り
、
二
百
三

十
ノ
を
処
翠
ず
る
こ
と
が
1
笙

す
。
そ
し
て
、
公
害
対
策
と
し
て
、

燃
焼
に
よ
る
排
ガ
ス
は
冷
却
後
、

電
気
集
じ
ん
機
や
有
害
ガ
ス
除
却

装
置
で
、
ぱ
い
じ
ん
は
○
・
○
五

φ
鰐
（
一
立
方
μ
当
り
）
以
下
に

除
去
。
塩
化
水
素
、
硫
黄
酸
化
物

は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
、
9
素

酸
化
物
も
Ｉ
（
Ｘ
）
Ｐ
Ｐ
Ｍ
（
湿
り

基
準
）
以
下
に
抑
え
β
誓
子
。

と
く
に
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
混
入

に
よ
る
排
ガ
ス
中
の
塩
化
水
素
や
、

排
水
中
の
重
金
属
な
ど
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
処
理
設
備
で
二
次
公

害
の
発
生
か
防
止
、
ま
た
、
工
場

61年3月末完成をめざ

し、池本管理者らがくわ

入れ（10月4日、起工式）

あなたの意見を市政に

か
ら
の
排
水
は
排
水
処
理
設
備
で

処
理
し
た
後
、
循
環
式
で
再
利
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ぷ
フ
に
第
二
ご
み
清
掃
工

場
は
、
最
新
の
技
術
夕
導
入
し
た

処
理
設
鯉
訴
一
け
、
排
ガ
ス
、
騒

音
、
振
動
な
ど
は
府
公
害
防
止
条

例
な
ど
の
基
準
値
よ
り
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
乖
ｙ
。
総
工
費
は

五
ナ
ハ
億
ｌ
ｆ
五
百
万
円
。
完
成

は
六
十
一
年
三
月
末
の
予
定
で
す

池
本
市
長
が
出
席

市
政
の
運
営
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
思
に
萬
つ
い
て
行
わ

れ
る
も
の
ト
ト
。
市
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
広
聴
活
動
を
通
じ
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す

る
意
見
や
要
望
・
苦
情
な
ど
を

お
聞
き
レ
て
、
市
政
へ
の
反
映

に
努
め
て
い
ま
ず
。

そ
こ
で
、
幅
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
屋
の
戸
忿
聞
か

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
本
年
度

二
回
目
の
「
青
空
市
民
相
き

を
開
孝
示
ｙ
。

今
回
は
、
十
月
二
十
二
日
出

の
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

棋
島
町
の
宇
治
市
農
業
協
同
組

合
（
本
店
）
で
開
催
し
禾
ｙ
。

こ
の
相
談
は
、
市
長
を
は
じ

め
市
の
幹
部
が
各
地
域
に
出
か

け
て
行
き
、
街
角
や
広
場
で
一

人
で
も
多
く
の
市
民
と
対
話
し
、

貴
重
な
ご
意
見
、
創
意
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
要
望
の

実
現
に
む
ほ
て
取
り
組
む
た
め

の
も
の
で
す
。

前
回
の
青
空
市
民
相
談
に
は
、

二
十
八
件
二
十
四
人
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

心
一
場
で
は
、
池
本
市
長
が
市

民
一
人
ひ
と
り
の
話
を
直
接
お

聞
β
Ｉ
子
。
そ
し
て
、
細
か

な
点
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
部
長
が
要
望
や
意
見
か
聞

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
政
以
外
の
意
見
や

要
望
は
。
関
係
機
関
へ
通
知
す

る
こ
と
に
し
て
い
‘
’
チ
の
で
広

く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

青空市民相談会場

横鳥小学校皐

（ぶ雷雲昌）

至

ｔ犬

貝

至

宇

台

嘴

宇

治ｎ

清
掃
行
政
充
実
へ

城
南
衛
生
管
理
組
合
に
加
入
す

る
三
市
三
町
（
管
内
約
十
万
五
千

世
帯
、
三
十
四
万
五
千
人
、
九
月
現

在
）
か
ら
収
集
さ
れ
た
燃
え
る
ご

み
は
、
城
陽
市
に
あ
る
同
組
合
の

畏
谷
山
清
掃
工
場
（
一
日
処
理
能

力
二
百
丿
）
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
管
内
の
宅
地
化
が
す

す
み
人
口
の
増
加
と
と
も
に
ご
み

の
量
も
増
え
、
燃
え
る
ご
み
の
一

日
の
収
垠
班
は
約
百
八
十
五
ノ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
同

工
場
の
処
理
能
力
牽
上
ま
わ
る
見

通
し
と
な
り
、
宇
治
市
内
に
第
二

城
南
衛
生
管
理
組
合
は
、
昭

和
三
ナ
で
年
に
曇
足
。
現
在
は

宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、

久
御
山
町
、
宇
治
田
原
町
、
井

手
町
の
三
市
三

健
康
に
も
注
意

し
て
い
た
だ
こ

シ
ぐ
皿
圧
測
定

コ
ー
ナ
ー
も
設

け
柔
す
。
お
気

軽
に
お
越
Ｌ
Ｉ

だ
さ
い
。
雨
天

で
も
実
施
し
ま

す
。

清
掃
工
場
の
建
設
か
計
回
。
宇
治

折
居
の
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
受

け
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
ア
醤
工
Ｌ
笛

し
た
。市

と
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
牛
居
環
境
の
向

上
牽
め
ざ
し
、
清
掃
行
政
の
充
実

に
努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

み
の
収
集
量
は
一
日
百
八
十
五

ノ
（
八
月
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
燃
え
な
い
ご
み
は
、
城
陽
市

に
あ
る
奥
山
埋
立
処
分
地
（
宇

町
が
加
入
し
て

い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

仕
事
の
内
容

は
、
管
内
の
ご

み
と
1
尿
の
処

理
か
仔
つ
て
い

ま
す
。

燃
え
る
ご
み

は
、
城
陽
市
に

ごみ・し尿を

広域処理

あ
る
長
谷
山
清
掃
工
場
（
一
日

処
理
能
力
二
百
ノ
）
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
管
内
の
燃
え
る
ご

治
市
分
は
仙
郷

山
処
分
地
）
で

処
理
。
搬
入
量

は
一
日
五
十
八

ジ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

し
尿
は
、
八

幡
市
に
あ
る
沢

清
掃
工
場
（
一

日
処
理
能
力
五

百
十
‘
’
Ｕ
）
で

処
理
し
て
い
ま
す
。
搬
入
量
は

一
日
五
百
一
吋

未
丁
。

247

城南衛生管理組合

建設工事始まる第二ごみ
清掃工場

城南衛生

管理組合

10月2

2日槇島
青空市民相談

　｜日23！りの処理能力
をもつ第二ごみ清掃工場

の完成予想図
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市役所
玄関

市
で
は
、
庁
舎
本
館
玄
関
を
目

動
ド
ア
化
す
る
た
め
の
エ
事
名
竹

つ
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
十
五
日

に
完
成
、
十
七
Ｅ
か
ら
莉
用
さ
れ

て
い
未
了
。

工
事
期
間
中
ご
来
庁
の
み
な
さ

ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
こ
の
自
動
ド
ア
完
成
に
よ

り
、
舌
右
連
れ
や
お
年
寄
り
、

車
い
す
の
人
も
気
軽
に
ご
来
庁
い

た
だ
け
る
ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
障
害
者
福
祉
都

反
社
会
的
行
為
と
い
わ
れ
る

学
校
内
暴
力
は
、
中
学
沓
串

心
に
五
十
二
年
ご
ゑ
笞
急
増

し
全
国
的
に
広
が
り
ま
し
た
。

宇
治
市
も
例
外
で
は
な
く
五

土
八
年
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
急
速
に
減
少

し
て
ぃ
求
か
、
そ
の
衝
撃
と

鰹
汲
一
は
、
今
な
お
学
校
、
家

庭
、
地
域
に
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
。

「
荒
れ
る
中
学
」
が
鎮
静
化

し
て
き
て
い
る
今
日
で
も
、
こ

こ
ろ
の
電
話
に
は
か
な
り
の
教

育
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
ぃ
未
了
。

－
「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
パ

ラ
パ
ラ
勝
手
で
授
業
中
も
落
ち

着
い
で
勉
強
が
出
来
ま
せ
ん
。

教
室
や
廊
下
は
ご
み
で
散
ら
か

校内暴力

し
放
題
。
先
生
へ

の
暴
力
は
な
く
な

っ
た
け
れ
芦
女
子

の
い
じ
の
や
集
団

市
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
着
手
。

福
祉
の
ま
ち
づ
ｙ
り
の
た
め
の
建

築
物
等
環
境
整
備
要
綱
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
人
間
中
心
の
都
市
づ

く
り
」
1
身
体
に
障
害
か
石
っ
た

人
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
や
す

べ
て
の
人
び
と
が
何
の
不
便
も
な

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
Ｉ
牽
の
ざ
し
て
改
善
し
ま
し
た
。

完
成
後
、
来
庁
さ
れ
た
主
婦
は

「
買
い
物
の
帰
り
に
手
荷
物
か
痔

っ
て
来
た
の
ぷ
ふ
、
こ
れ
な
ら

明るくなった新しい顔の庁舎玄関

現
代
計
石
の
深
刻
な
病
理
的

現
象
で
あ
る
学
校
内
暴
力
は
、

そ
の
背
景
に
激
し
い
受
験
競
争

が
控
え
て
い
水
子
。
ま
ず
学
校

の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子

＾
Ｗ
5
た
ち
が
、
学
習
不
振
の
仲

間
集
団
（
突
っ
ぱ
り
）
奮
が
戊

し
、
ゆ
が
ん
だ
形
で
自
己
を
主

張
し
ま
す
。
服
装
、
髪
型
。
言

最
善
の
予
防
は

小
さ
な
兆
し
を
見
逃
さ
な
い

リ
ン
チ
が
相
つ
い
で
い
ま
す
。

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
学
校
に

何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
」
『
私
、
四
月
に
中
学
へ
進

学
す
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
学

校
で
は
爆
竹
が
鳴
っ
た
り
、
通

行
人
に
水
の
入
っ
た
風
船
夕
投

げ
つ
け
た
り
。
私
：
を
ん
な
学

校
へ
行
参
た
く
な
い
」
と
切
々

と
訴
え
る
女
子
中
学
生
な
ど
。

葉
使
い
が
乱
れ
、
態
度
に
攻
撃

性
を
見
せ
未
了
。
遅
刻
、
早
退
、

怠
学
が
始
ま
り
、
校
内
で
の
喫

煙
、
多
り
に
け
ん
か
と
リ
ン
チ

を
て
り
返
し
、
つ
い
に
挑
戦
的

な
教
師
へ
の
反
抗
、
暴
言
、
暴

力
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

曝
示
ｙ
。
学
校
側
は
、
そ
の
竿
と

も
た
ち
の
対
策
と
指
導
に
懸
命

で
す
が
、
一
度
崩
れ
た
校
内
秩

お
年
寄
り
、
妊
婦
章
九
も
安
心
で

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
庁
舎
本
館
玄
関
に
ふ
さ

わ
し
く
明
る
く
広
く
な
っ
た
フ
ロ

ア
ー
に
は
、
来
年
十
一
月
嬉
蔑

予
定
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
模

型
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
来

庁
の
際
に
は
、
貿
斥
覧
ぐ
だ
さ

い
。
市
で
は
、
今
後
も
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
へ
向
け
て
、
4
近
な
改
善

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
未
了
。

子
ど
も
の
健
康
を

考
え
る
講
座

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
▼
と
き

・
・
・
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ

・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
定
員
・
：
3
0
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
・
・
・
調
理
実
習

費
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公

民
館
（
豊
⑩
8
2
9
0
、
木
幡

内
畑
3
4
1
7
）
へ
電
話
か
来
館
で

序
の
回
復
は
難
し
ぐ
、
教
職
員

は
、
極
度
の
疲
労
と
焦
燥
で
無

力
感
穿
愈
じ
柔
ｙ
。
そ
れ
に

加
え
て
、
父
母
、
地
域
か
ら
は
、

「
こ
ん
な
に
な
る
ま
で
学
校
は

何
を
し
て
い
た
の
か
」
「
こ
れ
か

ｉ
Ｓ
Ｍ
？
す
る
つ
も
紅
か
」
と
の

怒
り
と
中
傷
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ｆ
ｌ
ヂ
。
し
か
し
、
教
師
と
父
母

と
の
連
帯
は
こ

の
生
の
声
が
ぷ

つ
か
り
合
っ
た

い
票
畠
宍

未
了
。
学
校
と

諸
機
関
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、

非
行
克
服
、
学
校
正
常
化
へ
の

取
り
組
み
が
広
げ
ら
れ
、
解
決

へ
の
展
望
が
開
か
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
吹
貿
荒
れ
た
学
校
内

暴
力
か
ら
大
人
た
ち
は
多
く
の

こ
と
忿
教
訓
と
し
て
学
び
、
今

後
の
課
題
か
見
い
だ
し
ま
し
た
。

一
、
暴
力
の
芽
生
え
は
家
庭
が

温
床
に
。
磁
力
は
尹
こ
の

ミ ミ ー － 一 一 － ミ ミ ー ミ

読
書
週
間
記
念
講
演
会

1
0
月
3
1
日
宇
治
市
公
民
館
で

十
月
二
十
七
Ｅ
か
ら
秋
の
読

書
週
間
が
始
ま
り
未
丁
。
灯
火

親
し
む
9
節
、
市
民
図
書
室
で

は
、
読
書
週
間
の
記
念
講
演
心
一

を
開
き
柔
ｙ
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
0
月
3
1
日
囲
、
午

ミミミミ’ 1

量

●

－ ミ ミ ミ

｀
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト

再
認
識
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

二
、
暴
力
行
為
に
及
ん
だ
牛
徒

は
少
数
。
他
の
大
勢
の
牛
徒

は
ど
う
し
て
い
た
の
か
、
重

大
な
問
題
で
す
。

三
、
暴
力
発
生
に
対
す
る
予
見

能
力
を
養
う
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
最
善
の
予
防
手

段
で
す
。

－

Ｉ

Ｉ

－

Ｉ

－

青
少
年
の
悩
み
は
、
宇
治
こ

こ
ろ
の
電
話
（
き
＠
0
8
0
0
）

へ
。
（
青
少
年
対
策
室
）

後
2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
市
公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
字
急

の
花
と
源
氏
物
語
▼
講
師
…
聖

母
女
学
院
短
期
大
学
教
授
、
相

馬
大
疹
ん
▼
入
場
・
・
・
無
料
。

今
回
の
講
演
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
講
師
の
相
馬
大
さ
ん
は
、

「
源
氏
物
語
の
舞
台
が
宇
治

に
移
り
、
登
場
人
物
た
ち
は
、

静
か
な
中
に
波
乱
を
含
な
人
生

を
一
心
に
生
き
て
ゅ
く
。
デ
リ

ヶ
Ｉ
ト
な
心
情
が
宇
治
川
の
さ

ざ
な
み
の
ぷ
つ
に
細
か
く
震
え
、

宇
治
川
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
ぐ
花

に
写
し
た
、
宇
治
十
帖
の
女
の

祈
り
を
解
明
し
て
い
き
た
い
」

と
、
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
ｙ
。

十
一
月
一
日
㈹
、

室
は
休
室
し
ま
ず
。

市
民
図
書

性
別
、
生
年
月
日
夕
受
講
申
し
込

み
時
に
。
お
や
つ
代
二
百
五
十
円
。

　
（
木
幡
公
民
館
・
保
健
予
防
課
）

　
市
民
講
演
会

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
2
6
日
困
、
午
後

1
2
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
南
京
都
信
用

金
庫
本
店
（
国
鯵
落
駅
前
）
7

階
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
：
家
庭
そ

の
教
育
の
原
点
1
い
ま
親
業
か
見

直
そ
う
Ｉ
▼
講
師
・
・
・
穂
積
隆
信
さ

ん
（
積
木
ぐ
ず
し
の
作
者
）
ほ
か
▼

主
催
・
・
・
翌
署
年
会
議
所
▼
入
場

・
・
・
無
料
。
（
字
治
青
年
会
議
所
）

　
市
民
吹
奏
楽
団

　
団
員
を
募
集

　
宇
治
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
た

だ
い
ま
団
員
か
群
集
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
資
格
は
、
高
校
生
以
上
で

他
は
問
い
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
、

入
団
申
し
込
み
は
、
照
喜
名
彬
さ

ん
（
豊
⑩
2
4
9
1
）
、
吉
田
博

司
さ
ん
（
豊
⑩
7
4
7
1
）
、
ま

た
は
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
ま
刄
（
社
会
教
育
課
）

　
宇
治
の
風
景
画
展

　
―
中
島
宗
次
画
伯
―

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
5
日
㈹
～
1
1
1
1
月

3
日
出
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
観
光
セ
ン
タ
ー
二
階

展
示
会
場
。
（
商
工
観
光
課
）

　
近
畿
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
標
語
募
集

　
近
畿
を
ご
み
公
害
か
ら
守
り
、

美
化
を
推
進
す
る
近
畿
美
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
京
都
大
会
の
標
語
を

募
集
し
柔
ｙ
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
小
・
中
学
生
▼

▼
5
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き
、
ま

た
は
5
募
用
紙
に
、
標
語
、
所
属

団
体
、
学
校
名
、
学
年
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
。
商
工
観
光
課

　
（
〒
田
高
市
宝
治
琵
琶
3
3
）
へ

▼
締
め
切
り
・
・
・
1
1
月
4
日
吻
▼
入

賞
者
に
は
通
知
。
（
商
工
観
光
課
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
講
習
会

▼
と
き
…
1
1
月
5
凧
Ｔ
6
日

面
（
1
泊
2
日
）
、
ｕ
月
9
畠

工
皆
稀
Ｒ
圖
の
福
栄
・
金
曜

日
の
1
3
日
間
（
1
1
月
蜀
品
一
は
除

く
）
、
午
後
7
時
半
か
ら
▼
と
こ

ろ
↓
落
市
公
民
館
ほ
か
▼
対
象

…
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て

い
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
者
と
し
て
役
立
と
シ
と
考
え
て

い
る
人
▼
参
加
費
・
・
・
四
千
円
（
宿

泊
、
ク
ラ
フ
ト
、
テ
キ
ス
ト
料
を

含
む
）
▼
講
師
・
・
・
日
本
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指
導
員
ほ
か

▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
参

加
費
夕
添
え
て
市
民
体
育
課
へ
。

講
習
会
修
了
者
は
、
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
2
級
指

導
員
の
資
格
が
取
得
で
き
柔
ｙ
。（市

民
体
育
課
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
3
種

公
認
審
判
員
認
定
会

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
3
日
㈲
、
午
前

9
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
小
学
校
▼
定
員
・
・
・
6
0
人

▼
費
用
…
千
五
百
円
▼
申
し
込
み

…
1
1
月
5
Ｒ
出
ま
で
に
神
明
宮
東

9
1
1
6
、
中
島
一
夫
さ
ん
（
ａ
⑩

0
7
0
7
）
ま
で
▼
問
ｋ
Ｂ
せ

・
：
中
島
一
夫
さ
ん
か
橋
本
さ
ん

（
豊
⑩
2
6
～
）
へ
。

認
隻
耘
者
は
、
日
本
ソ
フ
ト

第
3
回
宇
治

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
2
3
日
脚
、
午
前

8
時
～
9
時
受
付
▼
集
合
場
所
…

市
璧
滸
正
面
駐
車
場
▼
コ
ー
ス
・
・
・

市
役
所
前
～
立
場
林
道
▼
ク
ラ
ス

と
距
離
・
・
・
下
表
▼
参
加
費
…
小
中

学
生
三
百
円
、
高
校
生
五
百
円
、

一
般
千
円
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
肺
王

競
技
協
会
▼
申
し
込
み
・
・
・
官
製
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
ク
ラ
ス
、
陸
上
競

技
協
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は

所
属
を
明
記
し
、
Ｗ
Ｍ
日
囲
必

着
で
広
野
町
尖
山
2
ｔ
2
2
3
、
長
棟

秀
之
さ
ん
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

▼
と
き
・
：
1
1
月
3
日
脚
、
午
前

8
時
半
ト
1
0
時
半
ま
で
受
け
付
け

（
小
雨
決
行
）
▼
集
合
・
：
府
立
宇

治
公
園
（
塔
の
島
）
▼
ク
ラ
ス
と

距
離
・
・
・
下
表
▼
参
加
費
・
：
個
人
三

百
円
、
グ
ル
ー
プ
は
一
人
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
体
育
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

宇治ロードレースのクラス・距離表

クラス距離 対象 クラス距離 封象

1部 101・一般■＊］限なし 6Ｓ5 31・中学生女子

2Ｓｔ51”一般男子 7ａｓ2ｋ＞小学生男子

3部 5ｋ．高校生男子 8ａｓ21”小学生女子

4部 31・
高杖生・一般女子 9部 51・壮年ｗｓ以上）男子

5部 5ｋ．中学生男子 ｌＯ部 31”壮年（35＊以上）女子

秋の市民文化祭

10月24日から

μ
－
Ｌ
ぺ

貿
時
～
午
後
4
時
、
－
落

…
公
民
館
三
階
大
会
議
室
で
。

圈
」
糾
頴
、

ボ
ー
ル
襲
罰
三
種
公
認
審
判
員

の
資
格
が
与
葵
9
れ
、
宇
治
市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
所
属
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
宇
治
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
さ
・
：
1
1
月
5
・
1
2
・
2
6
日

の
土
曜
日
、
午
後
ｌ
ｅ
Ｔ
3
時

半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
伊
勢
田
小
学
校
体

育
館
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
対
象
・
・
・

ほ
と
子
3
0
組
▼
主
催
・
・
・
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
▼
申
し
込
み
・
・
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
襲
軍
務
局
（
豊
⑩
－
1

4
1
市
役
所
内
、
辻
久
さ
ん
）
ま

『
（
市
民
体
育
課
）

オリエンテーリングのクラス・距離表

哭 惘人クラス 7～8ｋ．中学生以上の俑人

グル士

21

Ｉ

－

一般クラス 6－8。 男子、女子又は混合で構成するパーティ

壮年クラス 5－7ｌａ．
男子（56ａｉ以上）、女子（5ｉ歳以上）の

みで構成するパーティあるいはその混合

パーティ

家族クラス 4－61・子どもを含む家族て嘱成する，＜ーｆィ

少年・少女

クラス
4～6ＩＯ．

14歳までの男児、もしくは女児のみのパ

ーティあるいはその混合パーティ

後
4
時
、
汲
吊
観
光
セ
ン

タ
ー
二
階
和
室
『

謡
・
仕
舞

大
会

1
0
月

3
0
Ｒ
Ｏ
、

伺
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま

（
詫
薮
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

御
蔵
山
小
学
校
、
宇
沿
小
学
校

（
悪
血
）

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

宇
治
小
学
校

ぺ
体
力
測
定
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

北
小
倉
小
学
校
（
悪
血
）
ｊ

い
ず
れ
も
1
0
月
3
0
Ｅ
聞
、
午
前

1
0
時
～
正
午
、
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

城
南
高
校

体
育
施
設
の
開
放

▼
と
き
・
：
Ｕ
牙
日
囲
▼
開
放

施
設
・
・
・
屋
外
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
コ
ー

ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
申
し
込
み
…

学
校
開
放
運
営
委
員
会
（
城
南
高

校
内
豊
0
6
1
6
5
）
ま
刄

（
市
民
体
育
課
）

今
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期
月

十
月
は
、
市
・
府
民
税
第
三
期

分
の
納
期
月
で
す
。
お
忘
れ
な
く

お
近
ぐ
の
金
融
機
関
で
お
納
め
く

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

自
衛
官
募
集

▼
お
問
に
Ｂ
や
・
・
宇
治
募
集

事
務
所
（
豊
収
7
Ａ
9
）
へ
。（

総
務
課
）
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子どもの健康を考える講座日程表

回 月日 テーマ 予定t＊

1 11／9困
子どもの成艮とからだの
しくみ

京都文教亀期大学

　　較授平井新司さん

2 11／17困現代の子どもの特徴
市立横島中学杖

養護教諭梅崎妙子さん

3 11／24困
より健康な子どもに育て

るために 市保健予防諜保鯉植

4 12／1閑 子どもの食事（真理実g）市保健予（t諜業養士

5 12／8閑
明日からの子育てのため

に
市保健予防裏雇貝
木幡公尺館職員

自動ドア完

成

お
知
ら
せ

▼
保
育
・
・
・
2
歳
以
上
の
幼
児
（
定

員
2
0
人
）
。
希
望
者
は
幼
児
の
氏
名
、

三
曲
演
奏
会

俳
句
会

野
点
席

．
菊
花
展

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら

～6～

歩
こ
う
走
ろ
う
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